
1. 産業廃棄物処理状況(構内灰捨場)

注) 構内処分量はWetベース

2. 総排・灰捨場点検状況

①悪臭、害虫の有無

②鋼矢板の腐食、損壊状況

③産業廃棄物の飛散、流出の有無

④雨水等の流入状況

⑤排水貯槽、処理設備異常の有無

⑥集水ピット、散水ポンプ異常の有無、および放流水質に異常がないこと

3. 灰捨場残余容量

注) 残余容量の算定頻度は1回/年
※1）埋立処分容量は、埋立重量から体積換算係数を用いて換算する方法により算定
※2）処分場残余容量は、2022年3月に現地測量を実施し算出

2021年度の埋立処分容量(m3)※1 14,023

処分場計画容量(m3) 163,674

処分場残余容量(m3)※2 61,896

2022年6月1日 良好 なし

残余容量算定年月日 2022年4月1日

－

処分量合計 477.410

点検内容

点検日 点検結果 不良箇所 備考

汚泥 380.800

煤塵 96.610

産業廃棄物処理施設の維持管理に関する情報(2022年6月分)

産業廃棄物の種類 構内処分量(t) 備　考

燃えがら 0.000




